
千葉市緑化推進協議会理事会 八千代台パークハイツ 2019年12月08日

令和元年１２月８日（日）樹木診断会　報告

場所：八千代台パークハイツ
　住所:千葉市花見川区柏井１-20
　　　　　５階建て11棟　築46年（築年月：1973年8月）　326戸

赤　●　：　高木・中木　
黒　●　：　低木

Ａ：　　31　　64
Ｂ：　　36　　56
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樹木診断の希望内容

敷地内の高木は約120本、低木を含めて全数で180本です。
竣工後、約46年を経過しており、敷地全体の樹木の専門家による診断をお願いしたい。
本年10月に思いもよらない倒木被害があり、今後の大型台風等による倒木を心配しています。
特に倒木の恐れのある樹木について診断・アドバイスをいただきたい。

樹木診断の流れ：
管理組合役員関係者９名の出席があり、理事長より本日の目的や進め方など話があり、
質疑後に敷地内を周り、樹木の状況を確認し樹木医大矢先生よりアドバイスがあった。

１）桜の状況と剪定について
　　大きな枝の切断は、11月～2月の落葉期（休眠期）に適切な位置を切断し切り口には殺菌癒合剤を
　　塗布するなどの適切な処置が必要とのアドバイスがありました。
　　不適切な切断や切り口への塗布がない場合は、その部分から腐朽菌が侵入して倒木に繋がること
　　があり、状態により枝の切断、伐採、支柱で支えるなどの処置が必要になるとのこと。

１９－２横の桜（通学沿い）
※管理組合として個々の対応について業者から見積を取り予算化して対応されるとのこと。

参考資料として、以下ご参照
当協議会のホームページのお役立ち情報　「中高木の主幹・主枝の切り方」（PDF：1,006KB）
千葉県さくらの会発行の冊子「さくらの植樹と管理」（PDF:2,888KB）

２）幹の腐れ・空洞化について ご参考→ 樹木の形の不思議 - 東京農業大学
　　敷地内に幹が腐ったり空洞化している樹木が散見されます。これは、不適切な切り方等の要因で、
　　傷つき剥き出しとなったやわらかい幹の内部に腐りが入ってしまい空洞ができている状況です。
　　ただし、幹や枝が傷つくと自らその傷を治そうと樹皮を成長させ塞ごうと自然治癒力で自ら防御層
　　を作ります。防御層ができると腐朽に対して極めて耐性が高くなり、防御層の発達した開口部の
　　強度は強いこともあり幹折れの心配は少くなるとのこと。
　　

　　　　防御層の樹皮の巻き込みが羊の角に似ているので「ラムズホーン」と呼ばれる。
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https://www.nodai.ac.jp/application/files/1014/8599/8569/66.pdf
http://www.c-green.or.jp/sakura-kanri.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/chukouboku-kirikata.pdf
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３）サンゴジュハムシについて ご参考→ サンゴジュハムシ サンゴジュハムシ 卵
　　敷地内のサンゴジュの生垣が、ほとんどが害虫の被害を受けている。
　　虫のサイクル「卵(越冬)～幼虫～蛹～成虫」を以下の方法で絶つ必要があるとのアドバイスあり。

（１）成虫を見つけたら物理的に捕殺
　　　下にネットを敷き叩き落として捕殺することが有効とのこと。
（２）食害を受けた葉や枝は剪定して取り去る
　　　冬の間に枝等に卵を産み付けるので、冬の剪定作業が有効とのこと。
（３）適用のある薬剤を使う　「幼虫に効果」
　　　幼虫は６月頃落下し地中にて根を食害して成虫になります。
　　　この頃にダイアジノン粒剤などの殺虫剤を地中に散布し駆除するのが効果的とのこと。

ご参考→ ハムシの駆除に効果がある農薬・薬剤

　　　　↑サンゴジュの生垣

４）その他

樹木診断の様子

透かし剪定をした方がよいとのアドバイス

　←　サワラ（簡単に揺すれる状況で倒木の恐れあり）

　　　↓不適切な切断 ↓キノコ ↓根上がり
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https://inakasensei.com/hamushi
http://ecowork.jp/ka-bachi/?p=5647
http://www.jugemusha.com/byouki-m-sangojuhamusi.htm

